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【整番】FE-28-RP-001  管端からの放出流量の推定方法 

分類：流れ(流体計測)／種別：推奨指針 作成年月：H18.8／改訂：Ver0.0 (H19.04) 作成者：N.Miyamoto 

                                        全 3 枚 

 

1． 大気に放出される水流の形から水量を推定できれば、現場や実験などで役に立つことあるだろう。 

以下の資料にその推定方法が示されているので、紹介する。 

       Manual on Disposal of Refinery Waste – Volume on Liquid Waste 

                    Chapter 4  Liquid Flow Measurement Methods 

   

なお、この方法は､水またはこれに近い液体に適用する。 

 

2. 放出流量の推定 

(1) 次の３つの大気放出タイプを対象にする。 

    タイプ① 垂直の開放管からの放出【Fig.4-5 参照】 

    タイプ② 水平ないし傾斜付き開放管からの満水流れ放出【Fig.4-6(A)(C)参照】 

    タイプ③ 水平ないし傾斜付き開放管からの部分流れ放出【Fig.4-6(B)参照】 

 

(2) タイプ①の放出流量の推定は以下の式による。 

 

       波頭高さ H の測定          Q： 放出流量(ｍ3/sec.) 

                          H： 管端から波頭までの高さ(m) 

    Fig.4-5 の付表から a､b 値の読み取り      D： 管内径(ｍ) 

 

           H＜a    ｎ       H＞b      ｎ 

           ｙ           ｙ 

          【 せき流れ 】         【噴流】         【せき流れ～噴流の遷移域】] 

Q=4.524D1.2H1.24        Q＝3.442D2.025H0.53    Q1= 4.524D1.2H1.24 

                                   Q2＝3.442D2.025H0.53 

                                     Q＝Q1～Q2 

            

           エンド 

(3) タイプ②とタイプ③の放出流量は次式による。 

タイプ②： q＝2.215AX/Y0.5   

     タイプ③： ｑ＝2.215CAX/Y0.5 

 

   ここで、q＝推定流量 ( ｍ3/sec)、A= 管の内断面積＝πD2/4 (ｍ2) 

              X=管端の流れ表面から管軸に平行に引いて､Ｙを測る垂直線と交わるまでの距離(ｍ) 

       Y＝距離 X を測る線との交点から鉛直に引いて、流れ表面までの距離(ｍ) 

       C＝部分流れに対する補正係数(Table４-3 の参照)－寸法比(F/D)による。 

       F＝管の内側トップから喫水線までの距離(ｍ) 
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  X,Y､F については Fig.4-6 参照のこと。水平管の X,Y 寸法は直角スケールで測るイメージで。 
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               【 解 説 】 

 

1.この推定方法は､石油精製における排水/廃液を対象にしているが､もちろん、他の設備/装置にも転用 

 できると思う。原典の式は米単位(feet-inch-GPM)」で、次のようである。 

        垂直管）せき流れ：Q=8.8D1.20H1.24 ---------------- ( ft3 / s, ft ) 

            噴流  ：Q＝5.84D2.025H0.53 -------------- ( 同上 ) 

        水平/傾斜管）   ： q＝3.61AX/Y0.5  ---------------- ( gallon/min., inch2, inch ) 

  

2. 垂直管の式は、下記の円筒せきに関する Cornell 大学の実験式を、多少修正したものと思われる。 

   

3. 水平管/傾斜管の式は放物体の運動式を変形したものである。例えば水平管では、 

     X＝vot、Y＝(1/2)gt2       Y＝(1/2)g(X/vo)2    

 

q＝voA＝2.215AX/Y0.5     vo＝(g/2)0.5X/Y0.5＝2.215X/Y0.5 

 

         


